
『附属図書館35年のあゆみ』

J

西九州大学附属図書館が開設35周年を迎えました

附属図書館開設35周年にあたり、『西九州大学附属図書館35年のあゆ
み』を刊行することになりました。この刊行を記念して、座談会「これからの

酉九州大学附属図書館を考える」を行いました。出席者は、本学教員3名、学

生2名、院生1名、神埼町中央公民館長、図書館職員で、それぞれの立場から

有意義な発言がたくさん出されました。
特に、教員と学生と社会人がそれぞれの立場で意見を交換したり、図書館に

要望したりするという企画はいままでに無いもので、図書館の現在と将来を全

学的な視野で検証するうえで意義深いものでした。
この座談会の内容は『35年のあゆみ』に掲載されていますが、より多くの

方に『図書館だより20号』としてお届けします。
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附属図書館の現状と課題

西九州大学附属図書館とのつきあい

香川　今日は、西九州大学附属図書館35年を

記念する座談会にご出席いただき、ありがとう

ございます。学生、院生、教職員、そして公民

館長さん、様々な立場の方に来ていただいてい

ます。まず35周年ということで、これまでの

図書館についてふりかえっていただけるでしょ

うか。

小池　私は佐賀大学を平成13年に定年退職

して本学に着任し、最初の1年間図書館長を務

めました。1年はあっという間で、図書館の様

子がわかってきた頃に別のポストに移り現在学

部長を務めているので、今日はむしろ皆さんの

お話しを伺いたいと思っています。

長野　私は昭和63年に西九州大学に勤め始め、

その当時図書館は3号館の階下の暗いところに

あり、本当に小振りだったのが、IT型の図書館

をめざすまでに発展してきて、いろいろな思い



を抱きます。大学院が開設され、さらに臨床心

理コースも設置されて、院生の利用も最近一段

と増えてきているかと思います。

波多江　私の方は平成12年に赴任しましたが、

それまで総合大学におりましたので、小規模な

大学に来ることに研究資料の面で正直不安があ

りました。そこでアメリカで活躍されている先

生に相談したところ、最近は電子媒体があるの

で、検索する能力さえついていれば文献複写は

どこでもできるから、大学の大小は、最新情報

の入手についてはとんと差がなくなっていると

いうことを教えてもらいました。西九州大学図

書館では、そういった文献検索の方法を新入生

にちゃんと教育されていることが特色だと思い

ます。そのようなきめ細かな教育は、学生数が

2万人もいるような大学では、図書館職員を総

動員したとしてもできないことで、本学が誇る
べきことではないかと思います。

｛　　香川　ありがとうこざいました。在学生の皆さ
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んは、入学以来どのように図書館を利用してい

ますか。そのなかで日頃感じられていることを

話して頂けるでしょうか。

東小浜　私は社会福祉学科、臨床コースの四年

です。心理学系統の方で図書館を利用すること

が多くて、先生たちから教えてもらったこと以

外でも、自分が興味あることについて積極的に

図書館を利用しています。進路のことについて

調べたり、社会福祉士国家試験の勉強に使った

りしています。

井下　私たち健康栄養学科はレポート、とくに

実験のレポートなどで、よく図書館の資料を利

用させて頂いています。

矢ケ部　私は大学院の健康福祉学研究科で社

会福祉コースに在籍しています。大学院に入っ

て、図書館を利用する機会が増えました。学部

の頃は国家試験の受験勉強やレポートのための

利用が中心たったのですけど、院生になってか

ら自分のテーマに即して主体的に文献検索をす

るようになりました。図書館にあるたくさんの

情報から自分に必要なものを探し出し、吟味す

ることが、院生に問われているように思います。

キーワードは文献検索技術

香川　学部時代は国家試験やレポートが主だ

ったのが、院生になると研究のため、修論のた

めの文献探しに使うようになったということで

すね。その中で、こういうところはいいなとか、

もっとこうだったらなと思われたことを聞かせ

ていただけますか？

矢ケ部　私は図書館のアルバイトで書架整理

をしているのですけど、図書の整理をしていく

中で、今まで自分が全く知らなかったジャーナ

ルや他大学の紀要、また新刊ばかりでなく古い

本で自分の専攻分野以外のものを見ると、自分

が知らなかっただけでこんなにたくさんのジャ

ンルがあり、また自分のテーマに即したことで

もこんなに幅広い視点で書かれた本があるのだ

ということを見つけて、図書館には多くの、思

いもしなかった情報や知識が眠っているのだと

いうことを感じました。

香川　小規模な図書館ですけど、小さいなりに

探し出せばいろいろあるということですね。先

ほと波多江先生のお話の中で、大きい図書館に

はない小さい図書館だからこそできることもあ

るのでは、ということを言われましたが。

波多江　そうですね。文献について申しますと、

毎月または毎週発行されているようないろんな

学術雑誌がございますけれども、そういったも

のを実物、印刷物として品揃えがあるかどうか

という点では、もう正直な話、総合大学には到

底及ばない、ということから考えると、やはり

電子媒体を使って検索するという点ですね。そ

ういった面ではここの図書館では、しっかりと

90分程度の時間を使って、検索の仕方を学生た

ちに教えてくださっているというところが、こ

ういう大学に必要なことではないかと思います。

検索する側のテクニックがないと、自分が目的

とするような文献がひっかかってきません。そ

こで検索のための技術が当然必要な訳でし
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香川　印刷物自体は少ないけれども、電子媒体

を利用する技術、検索の技術などの教育に力を

入れることが大事というお話で、西九州大学で

は利用者ガイダンスという形で、レベルを追っ

て、一年生から四年生、院生それから先生方と

いうようにプログラムを組んでやっています。

学生さん、どうですか、これまで利用者ガイダ

ンスを受けて、どんな感想をお持ちでしょう

か？

東小浜　一年生の頃から四年生までガイダン

スは一回ずつありますが、学年が上がるにつれ

て真剣に話を聞くようになってきました。さっ

き大学院生さんが言ったように最初の頃はレポ
ートとかそういうようなもので強制的というか

受け身的に行かされている感じだったのですけ

ど、学年が上がるにつれて自分たちでやらない

といけないという主体性が出てきました。そう

いう意味では、検索の仕方を一年生の頃から教

えて頂いたことはすごく大切なことだったのだ

なあと思います。

長野　学生がどんなふうに四年間を過ごして

最終的に卒論まで書くか、ということが教員側

からみた教育のプロセスですけれども、その中

で図書館の占める割合というのはかなり大きい

ものです。先ほど波多江先生が言われたように、

検索の技術といいますか、「こういうキーワード

で引いたけど出ません」と言って、それで引き

下がってくるパターンの時に、図書館の方が、

他のキーワードを組み合わせたらどうかといっ

たようなフォローアップを細かにして頂くこと

で、可能になっていることがたくさんあると思

います。それがこの西九州大学の良さではない

かと考えております。

小池　文献検索指導は今、どういった状況にな

っているのですかっ
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香川　各学年の利用者ガイダンスの中で、一通

り検索の仕方を教えていますね。

長野　年一回のオリエンテーションで、検索の

技術を身につけている学生はいないのではない

かと思います。一回習ったから、「じゃあ調べて

きなさい」と言っても、それができる学生とい

うのはたぶん十人に一人ぐらいで、ほとんどの

学生はもう一回ここに来て手取り足取りのよう

にして教えてもらわないと、パソコンでの資料

検索をうまくやって、自分のもやもやとした問

題意識を明確にしていくようなことはできない　＼∠ノ

のではと思います。

小池　時期を決めて、一定時間、指導があって

いるのでしょう？そしたら例えば、今のお話の

ように、「それはもちろん聞いた、しかしあと一

回か二回聞かないと私はどうもよく分からない」

というような人が、時間をつくってどこかに行

けば、ビデオで説明を見るとか、或いは直接指

導が受けられるとか、そういうシステムがある

のかどうかですね。

森永　レファレンスカウンターがありますの

で、そちらの方に申し出て頂けたら、丁寧にお

教えします。学生さんの質問で思うのは、聞い

ていることがわからない時があることです。聞

いて来られる主題がわからないのですね。そう

いうとき、こちらの方としては考えさせられま

す。例えば児童福祉関係について調べたいと言

っても、学生さんのテーマが絞られていなくて、

こちらでどの範囲まで教えたらいいのか、どう

いうふうに検索してやったらいいのかがはっき

りしない場合があるので、テーマを絞って持っ

て来て頂けると、的確な指導ができるかと思い

ます。

香川　とくに卒論作成のための資料検索では、

指導される先生たちと図書館との連携や協力関

係が大事になるかと思いますね。

｝ノ
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中央公民館との連二←

香川　さて、文献探しのことについてひと通り

お話し頂きましたが、健康栄養学科では実験レ

ポートづくりでよく図書館を利用されるという

お話でしたね。

井下　はい、そうです。二年・三年になると実

験が始まるので、そのレポートで利用させて頂

いたり、集団給食という授業があるので、献立

を作ったりする時に料理の本などをよく利用し

ました。四年になると雑誌で国家試験の問題を

調べ、雑誌によって解答が違ったりするのでい

ろいろ見比べたり、国家試験の勉強によく利用

させて頂いています。

香川　国家試験は、社会福祉学科も健康栄養学

科もどちらも大変ですね。司書の方たちから聞

いた話ですけど、合格率の高い年度は皆さんが

図書館を使ってよく勉強していた年でもあるよ

うです。そんな風に、図書館の職員も後ろから

眼差しでもって応援していますので、もっとも

っと利用して頂けたらと思います。実験や集団

給食のレポートは，グループでなさるのですか、

そこでいろいろ不便は無いでしょうか？

井下　料理の本で、専門的なものは多いのです

けど、一般的な料理の本の種類が足りなくて、

置かれているものがずっと一緒だと料理も決ま

ってきてしまうのです。いろんな種類の料理を

見たいというときには、佐賀市の図書館に行っ

て借りてくるということもあったので、もう少

し料理の本を増やして欲しいと思いました。ま

た、カリキュラムが私たちの下の学年から変わ

ったのですけど、教科や教科書も変わって、そ

のときに新しい教科の教科書がこちらに置いて

あると、今の時点でどうなっているのかという

ことを見たいときに、もっと便利かなあと思い

ました。

香川　大学図書館では、蔵書を選ぶときに、古

典というか、新しいものでもある程度時代に耐

え得るものという基準で選ぶことが多いので、

最新流行のもの、また社会福祉関係で言えばド

キュメンタリー的なものが手薄になり、学生が

卒論で扱う場合に佐賀市の図書館に探しに行っ

たということを耳にします。これからは時代に

敏感に、そういったものもすばやく購入させね

ばとは思います。神埼公民館の図書館では、蔵

書の種類はいかがですか？

福田　うちは図書館でなく、まだ中央公民館の

図書室なのです。15年度にIT化に伴って、検

索ができるようにデータ入力をしましたが、冊

数が9000冊しかないのです。もらった本など

を整理して、それでも現在は9000冊の本しか

ないものですから、あとは一般のお客さんから

のリクエストに応えて佐賀市の図書館と県の図

書館、そういったところから借用をしているの

ですけれども。将来的には大きな図書館を、今

度の合併を機に作らないといけないかなあとい

うふうには思っています。

香川　今IT化のことが出ましたけど、佐賀県

では佐賀大学と西九州大学、それから町や市の

公民館全部をIT化して横断検索ができるシス

テムが今構築されているところですよね。

福田　そうです。

香川　そうなったら、ここの図書館から神埼町

図書室の所蔵図書の検索ができて、その逆もで

きるということで、こちらも小さい大学ですし、

神埼町も大きな図書室ではないから、おたがい

に所有する書物の数には限界があると思うので、

いい具合に機能分担ができればいいのではない

でしょうか。ここにないものを神埼町にお世話

になったり、また神埼町民の方がとくに専門的

な福祉や食物に関する学術書を読みたい時には、

こちらに探しに来られたり、そんな連携ができ

ていけばと思うのですけど。

小池　私は大和町におりますけれども、大和町

は最近図書館を作ったのですよ。いいことでは

ありますが、他方で市の財政をかなり圧迫して

いるような話です。検索技術がこれだけ発達し

ている訳ですから、むしろそっちの方に力を入

れて、いろんなところを利用させてもらうとい
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うシステムを考えた方が得策じゃないかなあと

思いますね。

福田　住民からは、図書館建設の要望がものす

ごく強いのです。だから、将来的な町の建設計

画の中で図書館建設については一番に考えてき

たと思うのですが、財政がそれを許さない状況

にあります。

香川　やはり生涯学習社会ということですね。

そうなると神埼町では、図書室を図書館に拡大

されるわけですか。

福田　まちづくり協議会の議題で出てくるの

ではと思います。神埼町はそういう面では遅れ

ていて、小城町や三日月町が大きい図書館をも

っています。神埼郡にはどこにも図書館がなく、

公民館の中に図書室を置いていて、本の冊数か

らすれば郡内ではうちの図書室が一番多いです。

小池　子どもたちに検索技術を指導するとい

ったようなシステムはまだないのですか？

福田　まだないですね。たしかに夏休みに小・

中学生が宿題を兼ねてよくやってきますし、た

まに高校生や大学生、西九大生も来られます。

小池　そうすると、今の図書室スペースのうち、

半分は図書室、半分はいわゆるIT関係の指導

をするようなシステムを作っておけば、将来子

ともたちはもうそういう技術を持った大人にな

っていくのではないですか。

福田　以前、事務室の前にパソコンを置いてみ

たら、子ども達がよく使っていました。

香川　やはり町の図書館は住民の生活に密着し

て、親御さんたちが子ともに絵本を読ませると

か、小学生が学校の帰りに立ち寄って童話を読

むとか、或いは、小説やノンフィクションなど

比較的柔らかいものが多いと思います。そこか

ら更につつこんで介護や栄養管理、また教育相

談などについても、もう少し学理的に知りたい

ときに大学の方にまで足を運んで頂くよう、そ

ういう形で皆さんの学習が深まっていくといい

なあという願いがあって、公民館に大学の図書

館の利用のしおりや図書館だよりを置いてもら

っています。東小浜さんは神埼町に下宿されて

いますが、公民館の図書室を使ったことはあり

ますか。

東小浜　公民館の図書室は使用しなかったの

ですけと、子とも祭りなどボランティア関係で、

公民館には日頃からお世話になっています。

福田　大学生の皆さんは、ボランティアでよく

協力してくれています。公民館では、生涯学習、

スポーツ振興、文化財関係の事業を行い、地域

に密着した公民館として、住民の方が参加され

やすい雰囲気作りを目指しています。

地域社会への聞方

香川　蔵書や利用の仕方の問題から、段々と
「これからの図書館を考える」という内容へと

話題が移ってきましたが、地域社会との連携と　＼モク

いう点で、もっと具体的にありますか。

小池　地域の資料を集めておくと地域の方も

利用するようになるかもしれない。葉隠れ研究

会等もあるが、研究の発表の場がないという諸

を聞きます。

福田　公民館のなかの神埼町文化協会の中に、

郷土研究会のコーナーがあります。

香川　神埼町の地域史の資料などがあればい

いですね。佐賀大学が小城町と一緒に小城藩の

鍋島文庫を保存されており、そういうふうなも

のがここにもあればと思います。地域に存在す

る大学としての使命の一つですよね。地域の貴

重な資料を集めて保存することも。

小池　地域の文献を集めていくとまた図書館

の存在価値が変わってくるでしょうね。

福田　その点、やはり地域の方は熱心ですから

ね。

香川　小中学生の総合学習でも、地域研究とい

う面で利用して頂きたいですね。現在、学外の

方たちが本を借りに来られるのは、専門分野で

ある健康関係や福祉、心理関係の図書が多いよ

うです。別に臨床心理士になることを目指して

なくても、例えば子育てで悩んでいる親の方々

や学校の先生などですね。福祉や心理、食物に

関しては佐賀県では、西九州大学に行けば必ず

モク

■
　
東
小
浜
　
　
尚



あるというような形で、特色ある蔵書づくりを

していけたらと思いますね。他大学の学生さん

たちが、借りに来られることもありますよね。

森永　学生の卒論を見に来られることもあり

ます。自分の卒論の参考にしたいということで。

他には、栄養士の方が国家試験の勉強に見えた

り、禁帯出の図書を閲覧に来られたりしていま

す。社会人の方が利用されたり、卒業生が国家

試験の勉強に来たりもしています。
一、　香川　社会人の方がそういう資格試験のため

に、アフター・ファイブを利用してお勉強され

るのですね。神埼町で最も利用される層は、と

んな方たちですか。

福田　そうですね。子とも連れのお母さんも多

いですが、平日は高齢者の方も多いですね。も

う　60歳を過ぎて退職した方が、調べものに来

られたり…。

長野　神埼の高齢者の方は、「幸齢セミナー」

に大勢参加して頂いています。その方々に、西

九州大学の図書館を利用してもらうのも良い案

ですね。

福田　公民館の高齢者教室の参加者も250人ほ

どいますが、高齢者の方は確かに熱心ですよ。

しかし、大学図書館を利用できることは念頭に
一、　ないようですね。

長野　まず、知って頂くということが大事だと

思います。こっちでニーズを推し量っていろん

なものを用意して、「さあどうぞ来てください」

というのもあるかもしれないけど、まだ十分で

ないにしても知って頂く中で、「こんなものがあ

ったら」という地域の方の声を聞きながら中身

を充実させていく。子どもさん連れだったら、

公民館の方が便利かもしれないけど、ゆっくり

と静かにしたいならば大学の方でという、棲み

分けみたいなものもいいかもしれませんね。

森永　一度、高齢者の方が新聞を見にみえて、

その時に老眼鏡はないかと言われたことがあり

ました。大活字本があれば、もっと利用されや

すいかなと思ったんですけど。

香川　確かに神埼町の公民館では老眼鏡が図

書室に置いてありましたね。高齢者の方にも利

用して頂けるように。

小池　大学は結構自分ではPRもしているよう

なっもりではあるけれども、あまり知られてい

ないんですねえ。

東小浜　きっかけがないと、来づらいかもしれ

ないです。大学祭のにこにこふれあいデイや、

それ以外でも、地域の人たち、例えばお年寄り

の方とかお母さん方と交流するイベントのよう

なものを何回かやっていたら、たぶん浸透して

いくんだと思います。

西九州大学附属図書館への期待

図書館機能の充実のために

香川　まず幸齢セミナーやにこにこふれあい

デイで来られている方たちに利用して頂ければ、

そこから口コミで広がって知られるようになる

かもしれませんね。さて、図書館の施設・設備

面での使いやすさについては、どうでしょうか。

福田　私は今日大学にやってきて、図書館まで

来るのに迷い、学生さんに聞いてやっとわかり

ました。一応、事務局や構内の掲示板も見たの

ですが。

香川　場所がわかりにくいですね。キャンパス
の真ん中にあれば便利なのですが。それにグル
ープ学習室も必要ですね。セミでまとまって利

用し、かなり大声で話しあっているのを見かけ

ます。健康栄養学科でもクループ研究をする際
に、ゼミ室や実験室があるとはいっても、本や

情報のある図書館で相談したいこともあります
よね。
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波多江　ある大学では自習室があるのですけ

ど、白衣の学生が本に頭を埋めて寝ていたりし

ます。あそこだと個室だし声をかけられないで

すからね。医学部の図書館は二階に古い本が置

いてあってほとんど使わないので、そこを自習

室という形にして、そうすると、そこでしゃべ

ってもいいし・。蔵書面では、専門書以外の特

色あるコレクションがあればいいですね。

矢ケ部　学生や院生が、自分たちの読みたい図

書の購入希望を出すときに、個人だとなかなか

頼みにくいところがあるので、ゼミ単位で購入

したい本の希望をまとめて出せたら、雑誌とか

金額の高い本も購入できるようになるかもしれ

ないなあと思います。

森永　学生さんからの希望に添えるように、図

書のリクエスト・コーナーを設け、またブラウ

ジングコーナーにも「あなたの声を聞かせてく

ださい」ということで意見箱を置いています。

香川　確かに図書館を媒介にして、院生や学生

さんが交流するというのも大事ですよね。資料

についての情報を交換したり、検索のしかたを

先輩から教えてもらったり。そうしているうち

に、雑誌や図書の購入希望がまとまって出てく

るかもしれません。雑誌の文献複写依頼にあが

っているものを見ていると、結構同じ雑誌で、

記事は違うということがある。複写希望の多い

雑誌は、図書館で購入した方がいいと思います

ね。

小池　図書館が学部学生と院生の橋渡しの場

になればいいですね。大学院の授業で文献管理

学を開講して、履修する院生に準図書館員のよ

うな役割を担ってもらったら、どうですか。

香川　文献管理学の実習の場を図書館にして、

書誌学や文献検索、リサーチの仕方をマスター

し、学生の指導も試みてもらうというのはいい

アイデアですね。

波多江　健康栄養学科の場合は四年生になっ

て初めて卒論の配属をするので、そのときには

もう上級生が卒業してしまっているから、どの

研究室がどんなことをやっているかわからない

状態です。私のところには院生がいますけど、

他の院生がいない研究室の場合は、図書館に院

生が常時いてくれてどういう研究ができるのか

など教えてくれればありがたいですね。院生の

研究をみながら、学生が卒論のテーマなとも相

談できるようなら、とてもいいと思います。

香川　西九州大学のなかでの学術交流の場と

して、図書館が機能するということですね。

小池　本が置いてあって、そこで読んだり借り

たりするというだけの場所ではなくて、もっと

アクティブに活動する図書館になるということ

です。

福田　うちでは昔は移動図書館があり、集落を

巡っていたのです。周辺の子どもたちがやって

来ていましたが、そのうち来る人が段々と固定

してきて、自家用車も普及してきたので、いつ　kノ

の間にかやめってしまったのですけど。利用者

を待っているのではなく、利用者の側へと出か

けていくことは大事ですね。

波多江　本を買うにしても、教員の目から見て

必要な本ばかりじゃなくて、先ほどの学生さん

のお話のように、学生が必要としている本をも

つと充実していく方が、利用は増えるだろうと

思います。

長野　職員と学生との交流という点では、図書

館をバックアップするボランティアグループの

ようなものが必要なんじゃないでしょうか。

香川　大学内に図書サークル、図書館同好会み

たいなものがあるといいですよね。図書館を支

え向上させるボランティアサークルが、学生さ　－

んたちを中心にできればありがたいです。市の

図書館やアパンセでも、住民のボランティアが

盛んですよね。

福田　うちも夏休みには、大学生が公民館で何

かボランティアさせてくださいといってやって

きますよ。

香川　利用者の参加で図書館が活性化してい

くんですね。

東小浜　イベントにしてもボランティアにし

ても、したいとは思っても、どうすればいいの

かがわからないということがあって・・・。新
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しいものを作るのだったら、どんなことをする

のかということを、先生方に相談できたり、わ

からないことを開ければ、図書館という場でも

いろいろできるんじゃないかと思います

1T型囲書館をめざして

香川　いろんなアイデアが出てきましたが、酉

九州大学図書館は21世紀型のIT図書館をめ

ざしています。情報検索や利用者ガイダンスの

話がすでに出ていますが、ここでITに関する

最新の取り組みを、課長さんからご説明いただ

けますか。

堤　大学の中期目標・中期計画の中で、IT型図

書館の在り方に関する検討・施設の拡充を考え

ていまして、16年度のアクションプログラムと

して、早速取り入れようとしているのがSDI

（SelectlVeDISSemlnatlOnOfInformatlOn）と

一ヽ　　ういシステムです。先生方が自分の関心のある

キーワードを登録して頂きますと、それに関す

る新しい図書または文献が出たときにメールで

配信をしてくれるシステムです。そのデータベ
ースは洋図書と洋雑誌（英独仏）の目次、これ

は大英図書館（BL）が作成しているものです。

それと丸善が収集した和図書の出版情報、それ

が利用者のところにメールで届くようになりま

す。また、図書館のホームページに電子カウン

ターの役割を持たせるということで、本年度は

カレンダー、開館や閉館、臨時の休館日を掲載

しています。まだ公開はしていませんが、図書

館だよりや大学紀要をPDFで読めるように準

備を進めています。もうひとつは、国立情報学

研究所（NII）が提供している電子図書館サー

ビスを、機関別定額制で利用できるようになり

ました。電子媒体の話をしますと17年度には

今取っている外国雑誌で、電子ジャーナル込み

の価格になっているものもありますので、それ

を学内Ⅰ．ANの端末で見ることができるように、

また18年度にはそれ以外の電子ジャーナルを

取得することも計画しております。

香川　NIIのネットワークシステムへの加入で、

文献複写や相互貸借など、他大学図書館との連

携は盛んになる一方ですね。

堤　文献複写や相互貸借が鰻登りに増えて、今

まではこちらから依頼する方が多かったのです

けど、最近は他大学から申し込みを受ける方も

増えてきまして、それに対応するためにフェイ

スアップという画像入力転送システムを17年

度の予算として要求しております。16年度は

10月末で、本学からの依頼が年間1000件弱あ

り、他大学からの受付も700件近くありますね。

波多江　西九州大学図書館も一人前になった

ということですね。

香川　料金相殺制度が導入された影響もあり

ますが、自分のところにないものを依頼して来

られるわけだから、それだけ特色ある図書や雑

誌があるということで、内容的に充実してきた

のだと思います。

波多江　紀要の方はどうなっているんでしょ

うか？西九州大学の紀要は、J・Dreamでは検索

できないですよね。

堤J・Dreamの方にも一応送っています。大学

紀要の著作権処理が去年済みましたので、NII

のデータの検索にヒットすればPDFで見られ

るようになりました。紀要34号からはNIIの

ホームページでPDf’化してもらいます。

波多江　紀要は、せっかくいろんな方が研究な

さった結果なので、できるだけ読んで利用して

頂きたいですね。

明日の図書館にむけて

香川　今日は「明日の図書館を語る」というこ

とで、皆さんにたくさんの意見を頂きました。

もうすぐ卒業する四年生の方や院生の方にとっ

ては、置き土産となるかもしれませんが、もう
一言ありませんか。

井下　私が高校生の時は、図書館といえば市の

図書館くらいで、大学の図書館というのは全然

イメージがなかったし、大学に図書館があると

いうことすら知らなかった状態だったので、も

うちょっとアピールして知ってもらったら、外
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部からも利用される図書館になるんじゃないか

なと思いました。イベントやいろいろな場で図

書館の紹介をして、まず大学に図書館があるこ

とから知ってもらい、それから自由に出入りで

きるということも知ってもらうと、どんどん外

からの利用も増えていくんじゃないかなあと思

いました。

福田　やっぱり一般には、大学の図書館は大学

生しか利用できないものという認識しかないん

ですよね。だから、公民館かなんかにチラシで

もいいので、「一般の方も利用できますよ」とい

うようなちょっとしたPRをしたら、少し違う

かなと思いますよ。

香川　有名人を招いた文化講演会などを、町と

共催でできるといいですね。

東小浜　大学生も地域の人たちも、イベントに

は興味があると思うんですね。地域にちなんだ

特色のある人を呼ぶと、来る人もいるかなあと

思います。大学の図書館は誰でも利用できるの

ですから、例えば老人の方とか障害者とかどん

な人でも参加できるイベントをすることで、ま

ず知ってもらうことが大事じゃないかと思いま

す。

長野　高校生には、オープンキャンパスがあり

ますから、キャンパスツアーで図書館に連れて

来て利用法を知ってもらえば。学園祭とタイア

ップして。また、こちらから直接高校や、小中

学校に発信したりもできますね。

香川　図書館のイベントを通して、教師と学生

とのつながりを深めるのもいいですね。

波多江　教員が図書館に行って勉強している姿

を見せて、「ああ、授業をするのにやっぱり勉強

しているのだ」というのを伝えるのもいいのか

なという気がします。

長野　図書館に来てゆっくり時間を過ごして、

勉強したり本を読むということと、手っ取り早

く自分の研究室のパソコンから情報を入手した

いという、二つの願望がかなえられればベスト

かなと思います。

香川　そうですね、IT化を進めるほど、研究室

から検索もできるし文献複写の申し込みもでき

るようになって、だんだん図書館に足を運ばな

くてよくなりますものね。確かに、両方の面が

必要ですね。

小池　今までの図書館っていうのは、図書館が

あってそこに外からお客さんがやって来てその

場で本を読んだり、或いは借りて帰ったり、こ

ういうイメージだったかと思いますが、これか

らは図書館が外にアクションを仕掛けていかな

くちゃいけない時代に入って行くと思うんです

ね。そういったことを踏まえてとうあるべきか、

学生諸君と教員と、大学全体が一体となって図

書館の運営を考えていくべきじやないかという

気がします。

香川　最後に、公民館長さんから、どうぞご要

望やご意見を。

福田　せっかく地元に西九州大学があります

ので、これからは有効的に活用させて頂きたい

と思いました。開かれた図書館ということで、

うちの公民館でも一般の方が寄りつきやすいよ

うな図書館になるよう、お互いに連携していけ

たらなあと思います。

香川　長い時間、ありがとうございました。こ

れからの大学図書館の在り方について、ひとつ

は地域社会に開かれた図書館として、またもう

ひとつは情報化社会に対応するIT型の図書館

として発展していくために、貴重なヒントを頂

きました。図書館をつくり出していくのは利用

者と職員とそれから地域の方々だと思いますの

ー

で、どうぞ今後とも宜しくお願い致します0皆　」

さんから頂いたご意見は、STEP BY STEPで

実行していくようにしたいと思います。



県内図書館のネット化（蔵書の横断検索が可能に）

県内の公共図書館と大学図書館の蔵書を一括して検索できるシステムが構

築されます。12月14日からの一次運用では、県立図書館と佐賀、唐津、多

久、伊万里、武雄、鹿島の6市と大和町、小城町、福富町の公共図書館を結

び、第二次運用（2005年3月予定）で鳥栖市、上峰町、三日月町、塩田町

の公共図書館と佐賀大学、西九州大学の附属図書館が加わります。

アクセスは、県立図書館のホームページからになります。

図書館のネット化を伝える佐賀新聞
（2004年12月15日付）

鹿壷恋鼓滴巣起

県教委が新システム

来春には大学施設も


